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【目的】
　ラグビーワールドカップ２０１９TMの本市での開催を控え、「中心市街地(まちなか)マッ
プ」を活用し、スポーツと観光を通じて本市をＰＲするとともに国内外から本市を訪れるお
客様をおもてなしし、中心市街地の魅力の発信とまちなかの活性化を図ります。

【内容】
　市内の宿泊施設や中心市街地の飲食店のほか、本市の夏の名物「かき氷雪くま」や市内で
生産された小麦を使用した「熊谷うどん」が食べられるお店を紹介するとともに、「熊谷う
ちわ祭」、「国宝歓喜院聖天堂」、市民に愛されるスポーツ団体の情報を掲載したマップを
作成しました。

【効果】
　本市への来訪者が滞在期間中に本市の魅力を再発見し、何度も本市を訪れていただくこと
で、来訪者数が増加し中心市街地の活性化につながります。

(特徴)
①ＡＲ機能により、スマートフォンでうちわ祭の動画、山車３Ｄ画像、ラグビーワールド
カップ２０１９TMのＰＲ動画を体験できます。
②ミウラ折を採用し、携帯しやすくパッと開いてサッと閉じられます。
③日本視覚障がい情報普及支援協会が開発したＵｎｉ-Ｖｏｉｃｅ(ユニボイス)で音声（日本
語＆英語）により熊谷市を紹介します。
④熊谷市の豊かな自然や多くの文化遺産を巡るナビアプリ「くまここ」と連動します。

(ＰＲポイント)
　マップの紙面だけでは伝えきれない様々な情報を現実に重ね合わせ体感することで、滞在
期間中に本市の魅力を何倍も楽しんでいただけます。

・作成、発行主体　株式会社まちづくり熊谷 　　TEL 048-501-8855 担当　田所、落神
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商工業振興課　高荷、野辺

048-524-1111　内線545

熊谷市
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平成３０年４月２７日（金）から熊谷駅１階の観光案内所等で配布

熊谷中心市街地(まちなか)マップを作成しました。
AR機能を活用した情報発信！

平成３０年４月２５日発表
担当課：商工業振興課
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㈱まちづくり熊谷・

アプリ くまここ 【AR】

「まちなかマップ」にスマホをかざしてARコンテンツを楽しめます。

[AR]を選択 [ARスタート]を選択

山車が3Dで出現

山車・屋台アイコンをタッチ

動画サイトにリンク
動画サムネイルをタッチ

※動画はオンラインのみ

山車・屋台の３Dを360°見たい方向から見るこ
とができます。
「まちなかマップ」や、山車蔵の前などでカメラ
をかざすと、３Dの山車を表示させる機能です。

３D画像について

表紙にスマホを

かざす

中面のラグビー記事

にかざす
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㈱まちづくり熊谷・

アプリ くまここ 【まちなか体験館】

動画
YouTubeなどにＵＰされている
動画を視聴できます。

古写真
まちなかの昭和30年代～60年代の
写真を見ることができます。
実際のスポットで、古写真と現在
の様子と見比べながら楽しめます。

くまがやの魅力を伝えるコンテンツ[まちなか体験館]を配置しました。

3Dでうちわ祭の山車・屋台を見る
実際にスポットを訪れると３Dで山
車・屋台を見ることができます。
スポットへはマップ画面で誘導し
ます。
※ 半径30m程度

「うちわ祭の第二本町区の山車の
３DCGは、アルスコンピュータ専門

学校（熊谷市）の学生の方々の協
力のもと制作をいたしました。」






